
資料３ 

神戸市立工業高等専門学校の今後のあり方検討委員会 報告書骨子（案） 

 

はじめに 

 ・本委員会が求められていること 

 

１．神戸高専の今後のあり方検討に係る背景 

 （１）あり方検討を行う趣旨 

・神戸高専設置時の社会情勢と高専に求められたこと 

・神戸市が神戸高専に求めたこと 

・高専に求められるものが変化していること 

・現行の学校運営について検討が必要であること 

（２）他の公立高専の概況 

 

２．神戸高専の理想の将来像（担うべき役割・機能） 

（１）神戸高専の現状と課題（教育委員会の認識） 

・高度な技術者やグローバル人材の育成 

・地域産業界（地元企業）等とのさらなる連携 

・実験・研究設備の老朽化対策等 

・教職員の資質向上と外部人材の登用等 

・外部からのさらなる研究資金の確保 

（２）委員会での委員の指摘・発言 

・教育・カリキュラムの内容等 

・運営組織・教職員の確保・柔軟な働き方 

・企業との連携 

・神戸高専の役割、位置づけ 

・神戸市の施策との一体感 

 

３．神戸高専の今後のあり方に対する提言 

（１）課題の解決 

・それぞれの課題の対応策  

（２）理想の将来像実現 

・理想の将来像の実現に向けた取組 

 

４．今後検討が必要な事項 

 

５．総括 

 


